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　日本株市場では、6月下旬以降、バリュー(割
安)株優位の相場展開が続いている。この要因の
1つとして、日米長期金利の上昇が挙げられる。
9月米FOMC会合では、2024年の金利見通しが
前回から+0.50%pt引き上げ、追加利上げの可
能性も排除しなかった。米政策当局はタカ派とみ
られて長期金利が上昇している。
　プライム市場の3月期決算企業で24.3期
1Q(4-6月)決算において、営業利益を上方修正
した企業は6％に留まった。業績計画は据え置か
れたが市場予想の切り上がった銘柄、特に市場予
想と会社計画の乖離率が大きい銘柄は今後、上方
修正期待が高まろう。
　10月下旬以降から3月期企業の上期決算発表
が始まる。決算発表では、堅調な業績の持続性や
ビジネスの成長性を明確にできる企業が特に選好
されると考える。自動車や鉄鋼、銀行、海運、資
源などの物色が当面続くとみている。

（9/26 田部井)

業績上方修正が期待されるバリュー株が優位に

9月の銘柄・業種別騰落率（8/31→9/25）焦点は金融政策から業績動向へ



銘柄
スクリーニング
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◇業績伸長見通しで、予想PERが東証プライム指数平均を下回っている銘柄
（選択条件）
・株価が投資家の平均売買コストの移動平均よりも上に位置している東証プライム銘柄
（株価の対移動平均かい離率：25日＋3.0％以下、75日＋6.0％以下、200日＋10.0％以下）
・今期業績計画が売上高、営業利益ともに前期比プラス（会社計画）
・今期予想PERが15.5倍未満（東証プライム予想：15.96倍）
・株式時価総額250億円以上、25日平均売買代金3,000万円以上の中から選択

（データは9月22日現在）

予想PERが市場平均を下回る銘柄
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Ⅰ 世界ゲーム市場は22兆円で年平均10％成長、モバイルゲームが半数

Ⅱ 主要企業は足元好調も先行き不安

　東京ゲームショウ2023が9月に開催された。
4日間で24万人が来場。44カ国、787の企業・
団体が出展した。うち、海外企業は過半の406。

　日経エンタテインメントは｢最新7大ゲームト
レンド｣として東京ゲームショウ2023の見どこ
ろを紹介。①注目ゲームタイトル、②AR/VR、
③ゲーミングPC、④インディーゲーム、⑤ゲー
ムアカデミー、⑥eスポーツ、⑦ゲーミングライ
フスタイル。

　大手企業は世界展開のため、ゲーム開発費は増
加傾向。エンターテインメント産業はヒット作品
の有無による業績変動が大きいため、続編タイト
ルが増えている。
　AR/VRやeスポーツの注目が高まっているが、
売れるゲームが開発されることが最重要であり、
会場でも大手ゲーム企業の新作発表のブースが最
も人が集まっていた。業績拡大には、海外展開と
IP(知的財産)をアミューズメント施設、モバイル
向けなどに横展開できるかが成長を決めそうだ。

　主要企業の24.3期1Q(4-6月)は概ね好調だが、株価は停滞感が強い。主要因は通期会社計画の伸び率
鈍化と考える。2Q(7-9月)決算も重要だが、下期に入ると来期を見据えた展開となるだろう。競争力の
あるIPを持つ企業が多いため、株価動向には注目しておきたい。 (高橋)

東京ゲームショウ2023
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日米長期金利上昇、グロース株に逆風
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国慶節連休を経た中国の景気動向に注目10月の
スケジュール


